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4. 市内移動手段に関するアンケート調査結果

4.1 実施の概要

(1) 調査概要

【調査対象】 下記の条件に当てはまる市内在住者（平成 23 年 4 月 1 日住民基本台帳）から

5,000 人を無作為抽出

・年齢：15～75 歳

・地域別の抽出比率は、地区別人口比率による

・外国人、横田基地居住者、特別養護老人施設入所者は対象外

【調査期間】 平成 23 年 5月 18 日（水）発送、6 月 3 日（金）投函〆切

【実施方法】 調査対象者に対してアンケート票を郵送配布し、郵送にて回収

(2) 回収結果

① ② ①/②
有効回答数

配布数 回収数 回収率

5,000 1,457 29% 1,456

※平成 23 年 6 月 21日到着分まで含めた。

・全体の回収率は約 29%と、郵送配布・回収式としては高い傾向である。

・回収状況を町丁目別にみたものが下表で、相対的に中藤は回収率が高く、緑が丘は低くな

っている。

町名 配布数 回収数 回収率 町名 配布数 回収数 回収率 町名 配布数 回収数 回収率
本町一丁目 80 32 40.0% 中藤一丁目 40 14 35.0% 神明一丁目 49 14 28.6%
本町二丁目 93 28 30.1% 中藤二丁目 12 5 41.7% 神明二丁目 92 24 26.1%
本町三丁目 37 6 16.2% 中藤三丁目 38 19 50.0% 神明三丁目 63 23 36.5%
本町四丁目 38 10 26.3% 中藤四丁目 46 16 34.8% 神明四丁目 70 17 24.3%
本町五丁目 16 4 25.0% 中藤五丁目 43 13 30.2% 神明 計 274 79 28.8%
本町六丁目 3 1 33.3% 中藤 計 179 67 37.4% 中央一丁目 56 15 26.8%
本町 計 267 83 31.1% 大南一丁目 297 82 27.6% 中央二丁目 85 23 27.1%
伊奈平一丁目 20 4 20.0% 大南二丁目 183 53 29.0% 中央三丁目 65 21 32.3%
伊奈平二丁目 30 11 36.7% 大南三丁目 258 70 27.1% 中央四丁目 33 12 36.4%
伊奈平三丁目 21 5 23.8% 大南四丁目 147 43 29.3% 中央五丁目 0 0 -
伊奈平四丁目 65 17 26.2% 大南五丁目 126 55 43.7% 中央 計 239 73 30.5%
伊奈平五丁目 142 39 27.5% 大南 計 1011 308 30.5% 三ツ木一丁目 76 23 30.3%
伊奈平六丁目 78 31 39.7% 学園一丁目 163 49 30.1% 三ツ木二丁目 62 13 21.0%
伊奈平 計 356 110 30.9% 学園二丁目 32 6 18.8% 三ツ木三丁目 60 26 43.3%
岸一丁目 96 19 19.8% 学園三丁目 92 28 30.4% 三ツ木四丁目 0 0 -
岸二丁目 45 20 44.4% 学園四丁目 120 35 29.2% 三ツ木五丁目 69 13 18.8%
岸三丁目 62 16 25.8% 学園五丁目 33 4 12.1% 三ツ木 計 267 75 28.1%
岸四丁目 0 0 - 学園 計 440 122 27.7% 榎一丁目 0 0 -
岸五丁目 4 1 25.0% 中原一丁目 72 19 26.4% 榎二丁目 103 28 27.2%
岸 計 207 59 28.5% 中原二丁目 145 49 33.8% 榎三丁目 72 21 29.2%
残堀一丁目 77 22 28.6% 中原三丁目 83 24 28.9% 榎 計 175 49 28.0%
残堀二丁目 65 17 26.2% 中原四丁目 21 4 19.0% 三ツ藤一丁目 155 41 26.5%
残堀三丁目 0 0 - 中原五丁目 0 0 - 三ツ藤二丁目 67 22 32.8%
残堀四丁目 112 34 30.4% 中原 計 321 97 30.2% 三ツ藤三丁目 113 21 18.6%
残堀五丁目 148 39 26.4% 三ツ藤 計 335 87 26.0%
残堀 計 402 114 28.4% 緑が丘 計 527 111 21.1%
※丁目不明の回答もあるため、各町の計と、全丁目の合算値が一致しない場合がある。 総合計 5000 1456 29.1%
※総合計は各町の計の合算値である。
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4.2 回答者特性（属性）

(1) 住所

・回答者は、大南が最も多く全体の２割強を占めている。

▲町丁目別回答者数
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(2) 性別

・女性の割合が６割となっている。

(3) 年齢

・30 歳代、40歳代、50 歳代は概ね同程度で 15

～20%ずつを占め、60歳以上が約４割を占め

ている。

・なお、抽出対象者は抽出時点で 75 歳以下と

している。

・居住地別にみると、緑が丘、残堀、大南など

では 65 歳以上が比較的多くなっており、岸、

学園、神明などは 50歳未満の比較的若い世

代が多くなっている。

性別

男性

40%女 性

60%

ｎ=1442
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13%

15%21%

15%

13% 1% 3%

19%

4% 6%

20%

20%8%

20%

20%

3%
9%

26%

17%

20%

9%

13% 2%

7%
8%

19%

22%8%

14%

20%
2%

5%
10%

21%

15%15%

11%

23%

4% 7%

17%

16%

20%

15%

21%

3%
14%

14%

11%

16%

13%

29%

4% 5%

28%

16%13%

16%

18%

3% 8%

15%

16%

16%

15%

27%

0.3%

4%
11%

7%

18%

23%

15%

21%
1%

5%
13%

16%

15%20%

15%

14%

6%
9%

15%

9%

27%

16%

15%
3%

5%
10%

17%

18%16%

16%

19%

3% 7%

8%

12%

9%

14%

45%

2%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

▲居住地別年齢構成
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(4) 職業

・職業で多いのは「会社員・公務員」で、次

いで「主婦・主夫」、「パート・アルバイト」

となっている。

・居住地別にみると、「会社員・公務員」の

割合が特に多いのは、本町、三ツ藤、伊奈

平、学園で、緑が丘では「無職」の割合が、

中藤では「主婦・主夫」や「パート・アル

バイト」の割合が、中原では「主婦・主夫」

の割合が比較的多くなっている。

職業

その他
2%
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13% ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙ
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18%
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22%
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31%
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▲居住地別職業構成
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(5) 自動車等運転免許保有状況

・普通自動車免許を保有している人が６割以上おり、自動二輪車、原動機付自転車を含める

と、８割以上の人が免許を保有している。

・居住地別にみると、緑が丘で「運転免許を保有していない」割合が高くなっている。

保有免許

自動二

輪車,

10%

運転免

許を保有

していな

い, 16%

普通自

動車,

62%

原動機

付自転

車, 12%

ｎ=1766
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16%

62%15%
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12%

62%14%

8%

16%

66%

13%

8%

13%

47%

8%7%

38%

普通

原付

二輪

免許なし

▲居住地別自動車等運転免許保有状況
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(6) 自動車等の利用の自由度

・自動車利用の自由度については、約７割が「自由に利用できる」と回答しており、「自由に

利用できる機会が比較的多い」も含めると約８割の人が自動車を利用しやすい環境にある

ことが伺える。

(7) 外出時に使うもの

・外出時に使うものとしては、「なし」を選択した人が約９割となっている。

自動車利用の自由度

自由に利用

できる機会

が比較的多

い, 12%

利用できな

い, 13%

自由に利用

できる, 67%

自由に利用

できる機会

が比較的少

ない, 6%

その他, 2%

ｎ=1160 バイク（原動機付自転車を含む）利用
の自由度

その他, 8%

自由に利用

できる機会

が比較的少

ない, 6%

自由に利用

できる, 26%

利用できな

い, 58%

自由に利用

できる機会

が比較的多

い, 2%

ｎ=585

外出時に所持しているもの
（複数選択）

ｼﾆｱｶｰ,
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車, 0% その他,

3%

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ,
6%

なし,
90%

車いす,
0%

杖, 1%

ｎ=1290
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4.3 日常生活の行動パターン（問１）

(1) 最近三ヶ月で最も多く外出した用件について

○最近三ヶ月で最も多く外出した用件

・最近三ヶ月で最も多く外出した用件としては、

「通勤・通学」が半数以上で最も多く、次い

で「食料品や日用品の買い物」が３割以上を

占める。

・居住地別にみると、「通勤・通学」の割合が

特に多いのは三ツ藤や伊奈平で、「食料品や

日用品の買い物」は三ツ木や中藤で高い。ま

た緑が丘や伊奈平では「通院」と回答した人

が他の地域より比較的多くなっている。

最も多く外出した用件

娯楽･レ
ジャー
3%

通院
2%

その他
4%

習い事・
塾・趣味

3%

買物（食
料・日用品

以外）
1%

食料品や
日用品の

買物
34%

通勤･通学
53%

ｎ=1406
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1%
4%

59%
28%

6%2%5%
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33%
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5%
1%

53%
37%

5%
5%

55%33%
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3% 4%
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46%
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5% 3%

5%

53%

32%

4%
5%5%

1%

46%

36%

1%

5%

8%

2%
2%

通勤･通学

食料品や日用品の買物

買物（食料・日用品以外）

通院

習い事・塾・趣味

娯楽･レジャー

その他

52%
35%

5%
2%4%

2%

▲居住地別-最近三ヶ月で最も多く外出した用件
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①最近三ヶ月で最も多く外出した用件の外出頻度

・上記の用件の頻度は、平日は「ほぼ毎日」、休日は「週に１日」が多い。

②最近三ヶ月で最も多く外出した用件の出発時間と帰宅時間

・平日は、「早朝～８時台」の出発が多く（48%）、「18～20 時台」や「15～17 時台」の帰宅が

多い（それぞれ 32%、30%）。

・休日は、「9～11 時台」の出発が多く（42%）、「15～17 時台」の帰宅が多く（34%）、平日に

比べて遅く出発し少し早く帰宅する傾向となっている。

外出の頻度-休日
なし
12%月に1日以

下
6%

週に2～3
日
29%

週に1日
34%

月に2～3
日
19%

ｎ=1241

外出の頻度-平日

ほぼ毎日
68%

月に3日以
下
2%

なし
1%

週に1日
4%

週に2～3
日
25%

ｎ=1440

平日－出発時間

早朝～8時
台

48%

9～11時台
32%

深夜～早

朝
0%

21～24時

台
0%

18～20時

台
1%

15～17時
台

7%

12～14時

台

12%

ｎ=1431

平日－帰宅時間

早朝～8時

台
1%

12～14時
台

17%

15～17時

台
30%

18～20時
台

32%

21～24時

台
11%

深夜～早
朝

1%
9～11時台

8%

ｎ=1400

休日－出発時間

早朝～8
時台
30%

12～14時
台
20%

15～17時
台
7%

18～20時
台
1%

21～24時
台
0%

9～11時
台
42%

ｎ=1154

休日－帰宅時間

9～11時
台
6%

深夜～早
朝
2%

21～24時
台
11%

18～20時
台
28%

15～17時
台
34%

12～14時
台
19%

早朝～8
時台
0%

ｎ=1007
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③最近三ヶ月で最も多く外出した用件の最終目的地

・平日、休日とも最終目的地が「市内」となっている人が多く、市内の中でも「榎」が多い。

具体施設としては「イオンモール」などがあげられ、市内の平日は食料品や日用品の買い

物先としての用件が多く占める。

・市外の目的地としては、立川市や東京 23 区が多くみられ、市外の目的地は東大和市を除き

通勤・通学先としての用件が多くを占め、東大和市や平日の瑞穂町は食料品や日用品の買

い物先としての用件が多く占める。

平日－最も多く外出する場合の最終目的地
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n＝1401 休日－最も多く外出する場合の最終目的地
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平日－最も多く外出する場合の最終目的地（市内）
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最終目的地別にみた最近３ヶ月で最も多い用件（平日）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京23区

多摩地域西部

多摩地域南部

多摩地域東部

昭島市

瑞穂町

東大和市

立川市

市内－伊奈平

市内－学園

市内－榎

通勤･通学 食料品や日用品の買物 買物（食料・日用品以外） 通院 習い事・塾・趣味 娯楽･レジャー その他

n=139

n=48

n=50

n=106

n=61

n=63

n=91

n=129

n=21

n=48

n=206

最終目的地別にみた最近３ヶ月で最も多い用件（休日）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京23区

多摩地域西部

多摩地域南部

多摩地域東部

昭島市

瑞穂町

東大和市

立川市

市内－伊奈平

市内－学園

市内－榎

通勤･通学 食料品や日用品の買物 買物（食料・日用品以外） 通院 習い事・塾・趣味 娯楽･レジャー その他

n=68

n=42

n=26

n=63

n=78

n=36

n=74

n=186

n=22

n=13

n=169
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・居住地別にみると、昭島市、瑞穂町、東大和市などを目的地とするのは、それぞれに近い

地区で割合が多くなっている。

・昭島市を目的地とするのは、三ツ木、中原、伊奈平、残堀など
・瑞穂町を目的地とするのは、岸、中原など
・東大和市を目的地とするのは、中藤、中央、神明、緑が丘、大南など
・立川市を目的地とするのは、緑が丘、大南、学園、神明、三ツ藤、本町、三ツ木

12%

17%

4%6%
12%

5%
2%

11%

13%
4%

1%

13%

42%

11%
2%

7%

2%
2%
5%

7%

5%
10%

7%

1%

24%

1%12%
5%

6%

15%

13%
3%

4%

12%

4%

1%

24%

1%

7%

7%
17%

4%
1%

18%

10%
4%

3%

市内－伊奈平

市内－榎

市内－学園

市内－本町

昭島市

瑞穂町

多摩地域西部

多摩地域東部

多摩地域南部

東大和市

立川市

東京23区

埼玉県

22%

2%

20%
4%

11%

2%
2%

11%

17%

7%

2%

28%

2%

11%

6%

2%

6%

15%

9%

17%

3%

28%

1%

11%6%

15%

5%

1%
6%

15%

6%

2%
16%

2%

6%

6%

12%4%

18%

16%

10%

2%

1%
14%

3%

3%
4%

11%

5%16%

15%

23%

2%

20%

9%

2%

9%
9%

9%

15%

11%

11%

2%

1%

21%

5%

16%
4%

10%

8%

4%

4%

14%

14%

2%

23%

5%

2%
2%

14%5%

26%

12%
5%

5%

2%
17%

15%

10%4%

12%

2%
2%

15%

12%

10%

10%

1%

4%
7%10%

16%

19%

6%

3%

9%

37%

6%

3%

6%

3%
3%

6%

15%
3%

9%

13%

6%

19%

6% 13%

30%

13%

2%
22%

10%

5%12%

29%

7%
5%

8%

3%

24%

8%5%

9%

3%
5%

9%

9%
4%

20%

1%
17%

2%2%
3%

5%

5%
7%

3%14%

28%

10%
3%

2%

25%

2%

2%

10%
7%2%

12%

22%

7%
7%

2%

2%
21%

6%

12%
3%3%

3%
3%

14%

12%
6%

15%

21%

7%

15%
4%

11%

2%

15%

6%
6%

2%

11%

市内－伊奈平

市内－榎

市内－学園

市内－本町

昭島市

瑞穂町

多摩地域西部

多摩地域東部

多摩地域南部

東大和市

立川市

東京23区

埼玉県

5%

16%

5%

6%

32%

3%2%

22%

2%

2%
2%

2%
3%

2% 12%

6%

6%
12%4%

14%

22%

6% 2%

10%

3%

20%

5%

8%

3%
8%5%

25%

15%

5% 3%

3%

22%

2%

9%

15%

13%

7%

2%
9%

2%

20%

3%

21%

5%
1%4%3%9%

29%

8%
5%

5%

11%

20%

5%6%
9%

5%
2%

18%

8% 3%

15%

▲居住地別-最近三ヶ月で最も多く外出した目的地（平日）

▲居住地別-最近三ヶ月で最も多く外出した目的地（休日）



11

④最近三ヶ月で最も多く外出した用件の最終目的地までの移動手段

【鉄道を利用しない場合】

・平日、休日とも自分で自動車を運転する人が半数を占め、次いで自転車利用となっている。

・休日は平日に比べて、家族等による送迎の割合が増え、徒歩や自転車を利用する割合が減

る傾向にある。

・居住地別にみると、緑が丘は徒歩による移動が多く自転車、バイク・原付を含めると７割

以上となっている。

平日-目的地までの移動手段（鉄道以外）

市内循環
ﾊﾞｽ
1%

その他
1%

自転車
30%

路線ﾊﾞｽ
3%

ﾀｸｼｰ
0%

送迎（家
族等が）

4%
自動車

（自分で）
49%

ﾊﾞｲｸ・原
付
3%

徒歩
9%

ｎ=938

休日-目的地までの移動手段（鉄道以外）

その他
0%

市内循環
ﾊﾞｽ
1%

徒歩
6%

ﾊﾞｲｸ・原
付
3%

自動車
（自分で）

51%

送迎（家
族等が）
13%

ﾀｸｼｰ
0%

路線ﾊﾞｽ
4%

自転車
22%

ｎ=770

徒歩

自転車

ﾊﾞｲｸ・原付

自動車（自分で）

送迎（家族等が）

ﾀｸｼｰ

路線ﾊﾞｽ

市内循環ﾊﾞｽ

その他

7%

28%

55%

4% 6%

16%

21%

5%

50%

8%

11%

30%

7%

45%

4% 4%

21%

2%

57%

7%

5%
5% 2%

7%

21%

7%

54%

7%
5%

2%

33%

2%
54%

6% 4%

22%

7%

58%

4%1%
1%1% 5%

8%

37%

6%

44%

4%2%

8%

39%

2%

44%

4%
2%1%1%

34%49%

4%

2%

11%

11%

23%

2%
57%

3%3%
2%

4%

26%

4%

52%

7%
4% 2%

10%

29%

48%

3%
9%

33%

34%

5%

18%

5% 2%

2%
2%

▲居住地別-鉄道を利用しない場合の目的地までの移動手段（平日）
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【鉄道を利用する場合】

・平日、休日とも玉川上水駅利用者が多く、次いで昭島、立川、上北台、武蔵砂川といった

駅があがっている。

・居住地別にみると、玉川上水駅利用が多いのは学園・大南・緑が丘など市の南東部、昭島

駅利用が多いのは伊奈平・残堀・中原など市の南西部、上北台駅利用が多いのは神明・中

央・中藤など市の北東部、武蔵砂川駅利用が多いのは榎など市南部というように駅の最寄

りの地域による利用が多いが、立川駅については榎・三ツ藤・三ツ木・中央・本町など市

の中部・北部・北西部からの利用が多くみられる。

平日-最初に利用する駅

51

33

149

19

57
70

8
24

61

4
19

0

20

40

60

80

100

120

140

160

上

北

台

駅

桜

街

道

駅

玉

川

上

水

駅

立

川

北

駅

立

川

駅

昭

島

駅

箱

根

ヶ
崎

駅

西

武

立

川

駅

武

蔵

砂

川

駅

東

大

和

市

駅

そ

の
他

ｎ=495

休日-最初に利用する駅
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ｎ=400
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10%

62%

24%

5%

17%

17%

33%

33%

20%

47%

7%

27%

13%

13%

50%

13%

13%

13%

7%

13%

13%20%

20%

7%
7%

19%

6%

6%

31%

6%

6%

6%

19%

64%

29%

7%

10%

68%

1%

9%

3%
9%

53%

7%
7%

7%

20%

7%

7%

67%

20%

7%

50%

25%

8%

8%
8%

6%
13%

56%

6%

6%

6%
6%

10%

25%

40%

5%

5%

15%

11%

61%

18%

11%

上北台駅

桜街道駅

玉川上水駅

立川北駅

立川駅

昭島駅

箱根ヶ崎駅

西武立川駅

武蔵砂川駅

東大和市駅

その他

53%

25%

9%
3%3% 6%

10%

60%

30%

13%

3%

53%

23%

3%3%

17%

8%

8%

17%

33%

17%

5%
14%

14%

23%

18%

9%

14%
5%

13%

13%

6%

25%

19%

6%

6%

13%

3%
6%

48%13%

16%

13%

63%

29%

8%

10%

67%

3%

10%

9% 2%

35%

6%
6%6%

29%

18%

4%

65%

9%

13%

4% 4% 66%

22%

6%
6%

5% 5%
5%

59%

5%

5%

5%

14%

5%

24%

33%

7%

10%

2%
2%

17%

上北台駅

桜街道駅

玉川上水駅

立川北駅

立川駅

昭島駅

箱根ヶ崎駅

西武立川駅

武蔵砂川駅

東大和市駅

その他

▲居住地別-鉄道を利用する場合の最初に利用する駅（平日）

▲居住地別-鉄道を利用する場合の最初に利用する駅（休日）
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・駅までの移動手段としては、平日、休日とも徒歩や自転車が多く、バイク・原付を含める

と約半数を占める。

・また、平日、休日とも駅までの移動手段で２番目に多いのは路線バスであり、鉄道利用者

にとっては重要な移動手段としての役割がある。

・居住地別にみると、鉄道駅に比較的近い大南で徒歩の割合が多い。

また、自転車の割合も多いのは市域の東側や南側であり、本町などは路線バスの割合が最

も多くなっている。

市内循環バスの利用割合は、上北台ルートの通る中央や神明などで比較的多くなっている。

平日-駅までの移動手段

徒歩
13%

ﾊﾞｲｸ･原付
3%

自動車（自
分で）
7%

送迎（家族
等が）
5%

タクシー
1%

路線バス
25%

自転車
39%

その他
0%

市内循環
バス
7%

ｎ=494

休日-駅までの移動手段

自転車
34%

路線バス
27%

タクシー
1%

送迎（家族
等が）
8%

自動車（自
分で）
10%

ﾊﾞｲｸ･原付
3%

徒歩
11%

市内循環
バス
6%

その他
0%

ｎ=406
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15%

41%18%

23%

3%

9%

27%

9%
9%

36%
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8%

49%
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3%

33%
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31%
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48%
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7%
10%

1%

33%

6%
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33%

17%

3%

32%

6%
13%

19%

23%
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50%

11%

28%

11%
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17%
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4%
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27%
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ﾊﾞｲｸ・原付

自動車（自分で）

送迎（家族等が）
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路線ﾊﾞｽ

市内循環ﾊﾞｽ

その他

13%

34%

22%

6%

19%

6%

10%

30%
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30%
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34%
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45%
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17%
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5%

14%

18%

41%
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18%
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18%6%

41%
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29%
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10%
13%

35%
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12%

46%

4%

15%

8%

15%

27%

39%
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11% 11%
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6%
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38%

13%

9%

43%

4%

17%

9%

17%

53%

6%
6%

12%

18%

6%

13%

13%

9%

9%

57%

9%

33%

2%
11%

2%

38%

4%

徒歩

自転車

ﾊﾞｲｸ・原付

自動車（自分で）

送迎（家族等が）

ﾀｸｼｰ

路線ﾊﾞｽ

市内循環ﾊﾞｽ

その他

▲居住地別-鉄道を利用する場合の駅までの移動手段（休日）

▲居住地別-鉄道を利用する場合の駅までの移動手段（平日）
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⑤最近三ヶ月で最も多く外出した用件のバスを利用しない理由

・路線バスや循環バスを利用しない理由として最も多いのは、「他の交通手段（自動車や自転

車）の方が便利」であり、私的交通手段の優位性が表れている。

・次に多い理由としては、路線バスは「目的地が比較的近くバスを利用するまでもない」や

「目的地までバス路線がない」となっておりバスを利用する必然性がない傾向がみられる

が、循環バスでは「迂回が多く所要時間がかかる」が多く、循環バスの抱える課題といえ

る。

路線バスを利用しない理由

52

49

178

185

254

136

119

53

67

187

69

254

102

561

0 100 200 300 400 500 600

始発が遅い

終発が早い

運賃が高い

バス停がそばにない、遠い

目的地までバス路線がない

平日の通勤時の運行本数が少ない

平日の日中時の運行本数が少ない

休日の通勤時の運行本数が少ない

休日の日中時の運行本数が少ない

迂回が多く所要時間がかかる

鉄道や他のバスとの乗換が不便

目的地が比較的近くバスを利用するまでもない

家族等が自動車などで送迎してくれる

他の交通手段（自動車や自転車）の方が便利

ｎ=2266

循環バスを利用しない理由

68

45

81

188

277

131

142

58

76

342

82

276

103

606

0 100 200 300 400 500 600 700

始発が遅い

終発が早い

運賃が高い

バス停がそばにない、遠い

目的地までバス路線がない

平日の通勤時の運行本数が少ない

平日の日中時の運行本数が少ない

休日の通勤時の運行本数が少ない

休日の日中時の運行本数が少ない

迂回が多く所要時間がかかる

鉄道や他のバスとの乗換が不便

目的地が比較的近くバスを利用するまでもない

家族等が自動車などで送迎してくれる

他の交通手段（自動車や自転車）の方が便利

ｎ=2475
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・居住地別にみると、「バス停がそばにない・遠い」と回答した人が多い地域は、路線バスで

は大南、学園、神明、中藤などで、循環バスでは中藤、岸、伊奈平などとなっている。

・緑が丘などは目的地が近くバスを利用するまでもないという回答も比較的多くなっている。
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▲居住地別-路線バスを利用しない理由
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始発が遅い
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バス停がそばにない、遠い

目的地までバス路線がない

平日の通勤時の運行本数が少ない

平日の日中時の運行本数が少ない

休日の通勤時の運行本数が少ない

休日の日中時の運行本数が少ない

迂回が多く所要時間がかかる

鉄道や他のバスとの乗換が不便

目的地が近く､ﾊﾞｽを利用するまでもない

家族等が自動車などで送迎してくれる

他交通手段（自動車や自転車）の方が便利

▲居住地別-循環バスを利用しない理由
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4.4 送迎について（問２）

(1) 送迎の有無

・送迎の有無については、半数弱の人があると回答している。

(2) 送迎の頻度

・送迎の頻度については、平日は「月に 2～3 日」「月に１日以下」が多く、休日は「月に 1

日以下」が多くなっており平日に比べて頻度が低い傾向にある。

(3) 送迎の目的

・送迎の目的については、平日休日ともに「通勤・通学する家族を最寄り駅に送迎」が多く、

平日では「家族を病院まで送迎」も多くなっている。

・「その他」の回答が多くなっているが、具体的な記載では、買い物に関するものが多く見ら

れた。

自動車利用の送迎の有無

ない

54%

ある

46%

ｎ=1412

送迎の頻度-平日

週に1日
11%

週に2～3

日
19%

ほぼ毎日
11%

なし
9%

月に1日
以下

24%

月に2～3

日
26%

ｎ=612 送迎の頻度-休日

週に2～3

日
7%

ほぼ毎日
4%なし

19%

週に1日
14%

月に2～3

日
23%

月に1日

以下
33%

ｎ=542

送迎の目的-休日

通勤・通学

する家族
を勤め先

や学校ま
で送迎

9%

通勤・通学
する家族

を最寄り駅
に送迎

36%

子供を塾

や習い事
で送迎

13%

家族を病

院まで送
迎
7%その他

35%

ｎ=428

送迎の目的-平日

その他
20%

家族を病
院まで送

迎

19% 子供を塾
や習い事

で送迎
11%

通勤・通学

する家族
を最寄り駅
に送迎

36%

通勤・通学

する家族
を勤め先
や学校ま
で送迎

14%
ｎ=561
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(4) 送迎の行き先

・平日の送迎先は「市内」が多く、中でも武蔵村山病院やイオンモールへの送迎が多い。「市

内」に次いで多いのが「玉川上水駅」や「昭島駅」などとなっている。

・休日の送迎先は「市内」「玉川上水駅」が同程度で多く、次いで「昭島駅」や「立川駅周辺」

などとなっている。

(5) 送迎の理由

・送迎する理由として多いのは、平日休日とも「都合の良い時間に移動できる」や「所要時

間が短い」となっており時間に関する理由が主であるとみられる。

平日－送迎の行き先

45

5

8

3

5

1

20

8

18

60

3

5

31

32

8

40

39

70

46

139

5
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その他

その他市外

埼玉県

その他都内

東京23区
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多摩地域東部

多摩地域西部

昭島市その他

昭島駅

瑞穂町その他

箱根ヶ崎駅

ジョイフル本田

東大和市その他

上北台駅

桜街道駅

立川市その他

武蔵砂川駅

玉川上水駅

立川駅周辺

市内

n＝591 休日－送迎の行き先

36

2

2

6

4

7

2

13

6

14

59

2

4

17

20

8

23

33

70

45

71

3
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その他

その他市外

神奈川県

埼玉県

その他都内

東京23区

多摩地域南部

多摩地域東部

多摩地域西部

昭島市その他

昭島駅

瑞穂町その他

箱根ヶ崎駅

ジョイフル本田

東大和市その他

上北台駅

桜街道駅

立川市その他

武蔵砂川駅

玉川上水駅

立川駅周辺

市内

n＝447

休日－送迎の行き先（市内）

（榎）イオン
モール
43%

岸
10%

（榎）武蔵村山
病院
8%

大南
6%

学園
7%

緑が丘
4%

本町
4%

中央
4%

伊奈平
1%

市内その他
13%

n＝71

平日－送迎の行き先（市内）

（榎）武蔵村山
病院
19%

（榎）イオン
モール
18%

榎
1%

市内その他
12%

緑が丘
3%

大南
12%

学園
6%

本町
7%

中央
4%

三ツ木
4%

残堀
4%

岸
4%

伊奈平
4%

神明
1%

三ツ藤
1%

n＝139

送迎している主な理由-平日

天候に左

右されない
8%

他の交通

手段よりも
安価

4%

都合の良

い時間に
移動できる

41%

所要時間
が短い

30%

他の交通

手段よりも
安全

2%

その他

15%

ｎ=608

送迎している主な理由-休日

その他
12%

他の交通
手段よりも

安全
1%

所要時間

が短い
28%

都合の良
い時間に

移動できる
47%

他の交通
手段よりも

安価
3%

天候に左

右されない
9%

ｎ=484
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4.5 バス利用について（問３）

(1) バスで行くには不便な場所の有無

・バスを使用して行きたいが、バスで行くには不便な場所の有無については、半数弱の人が

「ある」と回答している。

・居住地別にみると、「ある」と答えた割合が多くなっているのは伊奈平や中原などで、「な

い」と答えた割合が多くなっているのは緑が丘などである。

バスで行くには不便な場所

ない

55%

ある
45%

ｎ=1331

54%

46%

42%

58%

45%

55%

50%50%

51%49%

48%
52%

38%

62%

39%

61%

38%

62%

63%

37%

48%52%

51%49%

32%

68%

ある

ない

50%50%

▲居住地別－バスで行くには不便な場所の有無
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(2) バスで行くには不便な場所の名称

・バスで行くには不便な場所があると回答した人に、具体の場所について聞いた結果、市内

ではイオンモールや市役所、総合体育館など既に循環バス路線として設定されている箇所

が多くあがっている。回答が多かった場所の中には「保健相談センターお伊勢の森分室」

などバス停から離れている公共施設もある。

・市外については、立川駅周辺、武蔵砂川駅、玉川上水駅、上北台駅、昭島駅などの交通結

節点が多くあがっている。

不便な場所（市内） 件数
（市内・榎）イオンモール 97
（市内・榎）武蔵村山病院 32
（市内・榎）奥住内科 1
（市内・榎）その他 1
（市内・本町）武蔵村山市役所 60
（市内・本町）かたくりの湯 20
（市内・本町）武蔵村山市民会館 5
（市内・本町）保健相談センター 4
（市内・本町）野山北公園 2
（市内・本町）市民会館さくらホール 2
（市内・本町）中部地区会館 1
（市内・本町）まどか保育園 1
（市内・本町）のぞみ福祉園 1
（市内・岸）武蔵村山総合体育館 46
（市内・岸）武蔵村山総合グラウンド 3
（市内・岸）里山民家 1
（市内・学園）村山医療センター 8
（市内・学園）市民総合センター 8
（市内・学園）雷塚図書館 2
（市内・学園）福祉センター 2
（市内・学園）雷塚小学校 1
（市内・学園）東京小児療育病院 1
（市内・学園）第九小学校 1
（市内・学園）NPO法人えのき園 1
（市内・学園）その他 1
（市内・緑が丘）村山団地 6
（市内・緑ヶ丘）市民ふれあいセンター 1
（市内・緑が丘）市民ふれあいセンター 1
（市内・緑が丘）その他 1
（市内・伊奈平）ダイエー 5
（市内・伊奈平）伊奈平診療所 2
（市内・伊奈平）伊奈平南クリニック 1
（市内・伊奈平）ラウンドワン 1
（市内・中央）保健相談センターお伊勢の森分室 7
（市内・中原）武蔵村山高校 4
（市内・中藤）中藤図書館 1
（市内・中藤）アライ電子株式会社 1
（市内・三ツ木）地区会館 3
（市内・三ツ木）下田医院 1
（市内・三ツ木）いずみ幼稚園 1
（市内・三ツ藤）介護施設アルカディア 2
（市内・三ツ藤）ヤマダ電機 1
（市内・三ツ藤）その他 1
（市内・神明） 3
（市内・大南）地区会館 1
（市内・大南）拓大一高 1
（市内・大南）大南図書館 1
（市内・大南）その他 1
（市内・残堀）第五中学校 1
（市内）その他 7

不便な場所（市外） 件数
（立川市）立川駅周辺 119
（立川市）武蔵砂川駅 113
（立川市）玉川上水駅 111
（立川市）昭和記念公園 5
（立川市）災害医療センター 2
（立川市）相互病院 1
（立川市）泉体育館 1
（立川市）税務署 1
（立川市）西武立川駅 1
（立川市）昭和第一学園高校 1
（立川市）砂川町 1
（立川市）幸町 1
（立川市）河川敷野球場 1
（立川市）その他 24
（東大和市）上北台駅 61
（東大和市）東大和市駅 15
（東大和市）桜街道駅 7
（東大和市）イトーヨーカドー 6
（東村山市）東村山駅 4
（東大和市）東大和病院 3
（東大和市）モノレール駅 2
（東大和市）ダイエー 2
（東大和市）病院 1
（東大和市）中央図書館 1
（東大和市）接骨院 1
（東大和市）上仲原公園野球場 1
（東大和市）高橋医院 1
（東大和市）ロンドフィットネスクラブ 1
（東大和市）ハミングホール 1
（東大和市）コープ上北台店 1
（東大和市）その他 3
（昭島市）昭島駅 64
（昭島市）エスパ昭島店 3
（昭島市）拝島駅 3
（昭島市）中神駅 2
（昭島市）昭島病院 2
（昭島市）その他 13
（瑞穂町）ジョイフル本田 15
（瑞穂町）箱根ヶ崎駅 13
（瑞穂町）木下動物病院 1
（瑞穂町）㈱ＩＨＩ瑞穂工場 1
（瑞穂町）その他 2
（東村山市）その他 1
（羽村市） 4
（小平市） 4
（埼玉県所沢市） 11
（埼玉県入間市） 2
（埼玉県） 1
（その他市外） 7
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・バスで行くには不便な場所があると回答した人が多かった場所について、居住地別の状況

をみてみると、以下のようになっており、直通のバス路線がなく、離れているような場合

が多いと考えられる。

＜不便な場所として上がった主な施設と回答した人の主な居住地＞

・イオンモール ：大南、神明、伊奈平

・武蔵村山総合体育館：大南

・武蔵村山市役所：大南、緑が丘

・昭島駅 ：伊奈平や残堀

・上北台駅 ：中藤

・玉川上水駅 ：学園、神明、大南、中央、中藤

・武蔵砂川駅 ：榎、学園、三ツ藤、三ツ木、残堀、大南、本町

・立川駅周辺 ：伊奈平、岸、三ツ藤、三ツ木、残堀、大南、中原

居住地

バスで行くには不便な場所
（回答の多かったもの）

伊奈平 榎 学園 岸 三ツ藤 三ツ木 残堀 神明 大南 中央 中原 中藤 本町 緑が丘 総計

（市内・榎）イオンモール 13 1 7 6 1 7 8 9 24 4 5 5 1 4 95
（市内・岸）武蔵村山総合体育館 2 2 7 0 2 0 3 2 19 0 1 2 1 5 46
（市内・本町）武蔵村山市役所 7 0 4 0 3 1 7 1 17 0 6 0 0 11 57
昭島駅 14 2 1 6 5 6 10 0 3 3 8 2 3 0 63
上北台駅 1 2 7 3 7 2 5 7 0 4 6 13 4 0 61
玉川上水駅 4 4 15 3 6 4 5 10 29 11 0 12 5 0 108
武蔵砂川駅 8 9 11 5 15 8 15 0 18 5 6 0 11 1 112
立川駅周辺 14 1 3 9 15 9 16 3 13 3 16 6 8 1 117
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(3) バスで行くには不便だと感じる理由

・バスで行くには不便だと感じている理由は、「直通のバス路線がない」、「所要時間がかかる」、

「運行本数が少ない」といった回答が多く、バス路線があっても直通でなかったり、運行

頻度や所要時間といった面が課題となっている。

4.6 今後のバスサービスのあり方について（問４）

(1) バスの利用頻度が上がる条件

・バスの利用頻度が上がるための条件としては、「運行本数が増える」が多く、次いで「分か

りやすい運賃体系になる」「行きたい目的地にバス路線ができる」があがっている。

バスの利用頻度が上がる条件

837

158

290

589

332

614

85

239

155

170

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

運行本数が増える

始発が早くなる

終発が遅くなる

行きたい目的地にバス路線ができる

路線の行き先、経由地がわかりやすくなる

わかりやすい運賃体系（100円均一等）になる

バス停付近の駐車場に安く駐車できる

バス停付近に無料自転車駐輪場ができる

バス停に屋根やベンチを付ける

その他

ｎ=3469

バスで行くには不便だと感じる理由

乗換えが
必要
7%

その他
12%

運行本数
が少ない

21%

所要時間
がかかる

20%

直通のバ
ス路線が
ない
31%

目的地付
近にバス
停がない

9%

ｎ=1596
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(2) バスの利用頻度が上がる条件

・バスのサービスレベルの変化による利用頻度の変化については、全般的に運賃を半額とす

るよりも運行本数を２倍にする方が若干利用頻度が上がる傾向がみられる。

…例えば、通勤通学に関して、サービスＡ（運賃半額）の場合とサービスＢ（運行本数２倍）の場合を比

べると、「利用しない」割合はサービスＡの方が多い（68%＞63%）ことから、サービスＢの方が若干効果

があると考えられる。

Ａ．運行本数は現行のままだが、運賃は半額になる B．運賃は現行のままだが、運行本数は2倍になる C．運賃は半額になり、運行本数は2倍になる

利用頻度の変化Ａ＜通勤通学＞

13%

7%

7%

2%
2%

68% 1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=784

利用頻度の変化Ａ＜買物＞

2%
11%

9%

6%

4%
2%66%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=806

利用頻度の変化Ａ＜買物ほか＞

1% 4%
12%

13%

8%

4%

58%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=781

利用頻度の変化Ａ＜通院＞

1%2% 5%

9%

6%

5%

72%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=764

利用頻度の変化Ａ＜趣味＞

1%3%
8%

7%

3%
3%

75%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=743

利用頻度の変化Ａ＜娯楽＞

4%
11%

14%

13%

5%

52%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=796

利用頻度の変化B＜通勤通学＞

13%

8%

8%

4%
3%
1%

63%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=782

利用頻度の変化B＜買物＞

2%
11%

10%

6%

5%
2%

64%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=823

利用頻度の変化B＜買物ほか＞

5%
11%

12%

9%

5%

57%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=783

利用頻度の変化B＜通院＞

2% 5%

11%

8%

4%

69%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=768

利用頻度の変化B＜趣味＞

4%
6%

8%

5%

2%

74%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=746

利用頻度の変化B＜娯楽＞

4%
10%

16%

13%

5%

51%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=796

利用頻度の変化C＜通勤通学＞

24%

10%

8%

2%

2%

53%

1%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=851

利用頻度の変化C＜買物＞

7%

17%

12%

5%

4%

2%

53%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=896

利用頻度の変化C＜買物ほか＞

4% 8%

20%

13%
8%4%

43%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=855

利用頻度の変化C＜通院＞
3%

3%

9%

13%

7%

4%

61%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=814

利用頻度の変化C＜趣味＞

4% 7%

11%

7%

5%

3%

63%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=808

利用頻度の変化C＜娯楽＞

3% 7%

19%

17%

13%
3%

38%

ほぼ毎日

週に2～3回

月に2～3回

月に１回

年に2～3回

年に1回以下

利用しない

ｎ=863
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4.7 市内循環バスの位置づけや運営について（問５）

(1) 市内循環バスの位置づけについて

・市内循環バスの位置づけとしては、「現在は特に必要性を感じないが、将来は必要な移動手

段」が約 7 割を占め、「現在でも必要不可欠で重要な移動手段」と回答した人と合わせて約

8 割が必要な手段として認識している。

・年齢別、保有免許別にみると、高齢になるほど、また自動車等の運転免許を保有していな

いほど「現在でも必要不可欠で重要な移動手段」と回答する割合が高くなっている。

（年齢別）市内循環バスの位置づけについて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

現在でも必要不可欠で重要な移動手段

現在は特に必要性を感じないが、将来は必要な移動手段

現在も将来も特に必要性を感じない

ｎ=55

ｎ=9

ｎ=296

ｎ=196

ｎ=229

ｎ=219

ｎ=243

ｎ=132

（保有免許別）市内循環バスの位置づけについ
て

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通

二輪

原付

保有なし

現在でも必要不可欠で重要な移動手段

現在は特に必要性を感じないが、将来は必要な移動手段

現在も将来も特に必要性を感じない

ｎ=255

ｎ=216

ｎ=161

ｎ=1062

市内循環バスの位置づけについて

現在は特に

必要性を感じ

ないが、将来

は必要な移

動手段, 69%

現在でも必要

不可欠で重

要な移動手

段, 12%
現在も将来も

特に必要性を

感じない, 19%

ｎ=1385
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(2) 市内循環バスの運営について

・市内循環バスの運営のあり方については、「利用者の負担はあるにしても、利用しない人も

含めた全体で市内循環バスサービスを維持していくようにすべき」が約 6 割を占める。

・年齢別にみると、高齢になるほど「利用者の負担はあるにしても、利用しない人も含めた

全体で市内循環バスサービスを維持していくようにすべき」と回答する割合が高くなって

いる。

（保有免許別）市内循環バスの運営について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通

二輪

原付

保有なし

利用者が減少すれば、サービスが縮小・廃止されるのはやむを得ない

利用者の負担はあるにしても、サービスを維持していくようにすべき

ｎ=243

ｎ=212

ｎ=158

ｎ=1049

市内循環バスの運営について

利用者の負

担はあるに

しても、

サービスを

維持してい

くようにすべ

き, 62%

利用者が減

少すれば、

サービスが

縮小・廃止

されるのは

やむを得な

い, 38%

ｎ=1358

（年齢別）市内循環バスの運営について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

利用者が減少すれば、サービスが縮小・廃止されるのはやむを得ない

利用者の負担はあるにしても、サービスを維持していくようにすべき

ｎ=54

ｎ=7

ｎ=285

ｎ=190

ｎ=227

ｎ=215

ｎ=241

ｎ=132
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(3) 市内循環バスサービスの維持のあり方について

・市内循環バスサービスの維持のあり方については、「利用者の負担増はなるべく小幅としつ

つ市全体で費用負担して維持していく」が約 6割を占める。

・年齢別にみると、20～49 歳では、「運賃の値上げ等利用者の負担を基本として維持」が他

の世代より回答割合がやや多くなっている。

・保有免許別にみると、自動車等の運転免許を保有している人は保有していない人に比べて

「運賃の値上げ等利用者の負担を基本として維持」の回答割合がやや多くなっている。

（保有免許別）市内循環バスサービスの維持のあり方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通

二輪

原付

保有なし

運賃は値上げせず、基本的に不足分は税金で維持
運賃の値上げなど利用者の負担を基本として維持
利用者の負担増はなるべく小幅とし、市で費用負担し維持

ｎ=149

ｎ=129

ｎ=95

ｎ=647

市内循環バスサービスの維持のあり方

利用者の
負担増は
なるべく小
幅としつ

つ、市全体
で費用負
担して維持

していく,
57%

運賃の値
上げなど利
用者の負

担を基本と
して維持し
ていく, 15%

運賃は値
上げせず、
基本的に

不足分は
税金で維
持, 28%

ｎ=841

（年齢別）市内循環バスサービスの維持のあり方

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

運賃は値上げせず、基本的に不足分は税金で維持
運賃の値上げなど利用者の負担を基本として維持

利用者の負担増はなるべく小幅とし、市で費用負担し維持

ｎ=28

ｎ=5

ｎ=181

ｎ=127

ｎ=149

ｎ=143

ｎ=137

ｎ=68
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4.8 新たな公共交通サービスについて（問６）

(1) 望ましいサービス

・新たな公共交通サービスとしては、「デマンド型」よりも「定時定路線型」の方が望ましい

ものとして多く選択されている。

・保有免許状況別にみると、自動車等の運転免許を保有していない人は、保有している人に

比べて「定時定路線型」を望む割合が多い。

望ましいサービス

定時定路

線型の交

通サービ

ス
74%

デマンド

型の交通

サービス

26%

ｎ=1305

（保有免許状況別）望ましいサービス

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通

二輪

原付

保有なし

定時定路線型

デマンド型

ｎ=232

ｎ=209

ｎ=157

ｎ=1010

（年齢別）望ましいサービス

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～74歳

75歳以上

定時定路線型

デマンド型

ｎ=6

ｎ=178

ｎ=216

ｎ=52

ｎ=129

ｎ=231

ｎ=267

ｎ=220
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・居住地別にみると、定時定路線型を望む人の割合が比較的高いのは、緑が丘、大南、中原、

岸などで、デマンド型を望む人の割合が比較的高いのは、三ツ藤、本町、中藤、学園など

である。

・「定時定路線型の交通サービス」を選んだ人の選択理由としては、「運行経路や運行時刻が

決まっている」が約半数を占め、次いで「予約する必要がないから」が続いている。

・「デマンド型の交通サービス」を選んだ人の選択理由としては、「予約のある時間・場所し

か運行せず無駄がないから」が約 4 割で、「乗りたい場所で乗れるから」が約 3 割となって

いる。

定時定路線型を選んだ理由

その他
2%料金が安

い方がよ

いから。
14%

予約する

必要がな

いから。
24%

運行経路
や運行時

刻が決

まってい

る
48%

停留所の

場所が決
まってい

る

12%

ｎ=907

デマンド型を選んだ理由

その他
6%

乗りたい
場所で乗

れるか

ら。

33%

目的地ま

で移動で

きるから。

21%

予約のあ

る時間・

場所しか

運行せず

無駄がな

いから。
40%

ｎ=355

69%

31%
70%

30% 68%

32%

79%

21%

62%

38%

73%

27%

71%

29%

76%

24%

78%

22%

74%

26%

85%

15%
68%

32%

68%

32%

84%

16%

定時定路線型

デマンド型

▲居住地別-望ましい新たな公共交通サービス
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(2) 選んだサービスを利用したい目的

・選んだサービスを利用したい目的としては、多くが「買い物や通院などある程度自由が利

く時間での移動」となっている。

・選んだサービス別に目的をみると、定時定路線型に比べてデマンド型は通勤通学など決ま

った時間での移動の回答割合が少なくなっている。

定時定路線型サービスを利用したい目的

市内の知人

同士で集まる
際

1%

その他

4%

公共施設へ

の移動
7%

臨時的な移
動

14%

雨天時等、歩
かずに帰宅し

たい時など
15%

通勤・通学な
ど決まった時

間での移動
19%

買い物や通

院等自由が
利く時間での

移動
40%ｎ=969

デマンド型サービスを利用したい目的
その他

9%

市内の知人

同士で集ま
る際

3%

公共施設へ
の移動

7%

雨天時等、
歩かずに帰

宅したい時な
ど

17%
臨時的な移

動

15%

通勤・通学な

ど決まった時
間での移動

7%

買い物や通
院等自由が

利く時間での
移動

42%ｎ=334

選んだサービスを利用したい目的

209

537

192

216

23

94

70

0 100 200 300 400 500 600

通勤・通学など決まった時間での移動

買い物や通院などある程度自由が利く時間での移動

自家用車が使用できない時など臨時的な移動

雨天時などできるだけ歩かずに帰宅したい時などの利用

市内在住の知人同士で集まる際の移動

市役所や図書館など公共施設への移動

その他

ｎ=1341
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(3) 選んだサービスを利用したい時間帯

・選んだサービスを利用したい時間帯は、多くが「9～11 時台」で、「早朝～8 時台」と合わ

せて約 7 割となっており、帰宅時間帯よりも出発時間帯においての利用が望まれている。

・選んだサービス別に目的をみると、定時定路線型に比べてデマンド型を選択した人の方が、

利用したい時間帯は少し遅めとなっている。

選んだサービスを利用したい時間帯
21時以降

4%
早朝～8時

台
23%

9～11時台
48%

12～14時
台

15%

15～17時

台
6%

18～20時
台

4%

ｎ=1272

デマンド型サービスを利用したい時間帯
21時以降

3%
早朝～8時

台
16%

9～11時台
54%

12～14時

台
16%

15～17時

台
8%

18～20時
台

3%

ｎ=312

定時定路線型サービスを利用したい時間帯

18～20時

台

4%
15～17時

台

5%

12～14時
台

14%
9～11時台

48%

早朝～8時
台

25%

21時以降

4%

ｎ=921


